
 

５ 本時の学習（１１時間取り扱い 本時 ８／１１） 

（１）目標  

   太一の心情の変化について、叙述を根拠に読み取ることができる。 

（２）展開 

過
程 

学習活動 
時
間 

○主な発問 ・指示 

◇予想される児童の反応 
指導上の留意点と評価 備考 

つ
か
む 

１ 前時の学習を振り
返る。 

   【一斉】  

 

２ 本時のめあてをつ
かむ。   

 【一斉】 

 

 

 

10 

分 

・これまでの太一の心情を振
り返りましょう。 

○ なぜ、太一は瀬の主を打と
うと思っていたのですか。 

◇ 瀬の主を父の仇と思って
いたからです。 

◇ 瀬の主を倒して父を超え
たいと思っていたからです。 

 

 

○ 変容前の太一の姿は、八の
場面からどんな漁師だと言
えますか。 

◇ （本当の）一人前の漁師。 
○ 九の場面からは、変容後の
太一がどんな漁師だと分か
りますか。 

◇ 村一番の漁師 

・４つの重要話題をもとに太一の
変容前の心情を振り返らせ、本
時で中心話題に入っていくこ
とを確認する。 

 

 

 

 

 

 

・太一の心情、そして「本当の一
人前の漁師」と「村一番の漁師」
という漁師としての生き方を
比較できるように板書を構造
化し、本時の課題をとらえやす
くする。 

構造曲
線 

全文プ
リント 

も
と
め
る 

３ 変容後の太一の心
情を読み取る。 

【個人】 

 

8 

分 

◎ 「村一番の漁師」とは、一
体どんな漁師なのでしょう
か。叙述を根拠に理由付けし
て考えましょう。 

・根拠となる叙述を見つけ、サイ
ドラインを引かせる。 

・8の場面だけではなく、重要話
題をもとに全体から理由付け
していくように声かけを行う。 

マーカ
ーペン 

ふ
か
め
る 

４ 考えを共有する。 

【ペア orグループ】 

【一斉】 

22 

分 

・村一番の漁師とはどんな漁
師なのかを発表しましょう。 

◇ 海と共生できる漁師だと
思います。なぜなら、「千び
きに一ぴきしかとらないの
だから」と書いてあって、与
吉じいさと同じように海と
ともに生きていく漁師とし
ての考え方が分かるからで
す。 

◇ 海のいのちを守り続ける
漁師だと思います。なぜな
ら、「大魚はこの海のいのち
だと思えた。」と書いてあっ
て、海のいのちといのちのつ
ながりを大事にしている様
子が分かるからです。 

○ 瀬の主を打ってしまえば、
どうなったのでしょうか。 

・全文プリントで根拠を確認しな
がら発表させる。 

・「作品の心」を掴む上で重要な話
題になったときは、適宜ペアや
グループ活動を入れ、一つ一つ
の言葉にこだわらせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変容前と変容後を黒板で再度確
認し、めあてに対する答えに焦
点化していく。 

ヒント
カード 

ま
と
め
る 

５ 学習をまとめる。 

 【一斉、個人】 

 

5 

分 

・まとめをしましょう。 

 

 

 

○ 「作品の心」を掴むための
キーワードは何か考えてみ
ましょう。 

 

 

 

 

・見通しをもたせるとともに、あ
えて課題で終わることで次時
への学習意欲を高める。 

 

 

めあて なぜ、太一は瀬の主を打たなかったのか。 

まとめ 瀬の主を打つことで、命と命のつながりを壊してしまう

と思ったから。 

Ｂ基準 

叙述を根拠に、「村一番の漁師」と

はどんな考え方の漁師であるのかを

表すことができる。 

読（発言・ノート） 

〈Ｂ基準に満たない児童への手立て〉 

着目すべき叙述が書かれたヒントカー

ドを与え、そこから意見を持たせる。 



 

 


